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公益社団法人日本技術士会 千葉県支部 平成２８年度年次大会 議事録 

 

日時： 平成２８年７月１８日（月／海の日） 午後１時３０分開会 午後３時３０分閉会 

会場： ホテルプラザ菜の花  ３階 「菜の花」 

  （ 千葉市中央区長洲１－８－１）  

 

開会宣言：保坂副支部長の司会により開会が宣言された。 

議事に先立ち、司会から書記に仲野武重氏、今住則之氏を指名した。 

 

議事：議事は「公益社団法人 日本技術士会 千葉県支部 平成２８年度年次大会 活動報告書」

（以下、報告書と記す）に従って進められた。 

  

Ⅰ．会長挨拶：（要旨） 

松井支部長から報告書の「1.支部長挨拶」の内容で挨拶が行われた。 

 

Ⅱ．平成２７年度活動報告 

１．支部年間活動報告 

松井支部長から報告書に基づき、報告がなされた。 

 

２．委員会・チーム報告 

山本総務委員長、保坂企画委員長、川畑広報委員長、桑島活動推進委員長、産学官連携チーム

宮田チームリーダ、企業支援チーム進藤チームリーダ、技術相談チーム滝沢チームリーダ、防

災支援チーム江藤チームリーダ、科学技術・理科支援チーム西田チームリーダ及び技術者教育

支援チーム小波チームリーダから報告書に従って実施業務の活動報告がなされた。 

  

３．収支決算書 

山本会計から、報告書記載の収支決算書について説明と報告がなされた。 

 

４．監査報告 

水野会計幹事から報告書記載の監査報告がなされた。 

 

 

Ⅲ．平成２８年度活動計画 

１．支部活動方針 

松井支部長から報告書に基づき、説明がなされた。 

 

2. 委員会・チーム活動計画 

山本総務委員長、保坂企画委員長、川畑広報委員長、桑島活動推進委員長、産学官連携チー

ム宮田チームリーダ、企業支援チーム進藤チームリーダ、技術相談チーム滝沢チームリーダ、

防災支援チーム江藤チームリーダ、科学技術・理科支援チーム西田チームリーダ及び技術者教

育支援チーム小波チームリーダから報告書に従って活動計画の説明がなされた。 

 

3．収支予算書 

山本会計から、報告書記載の収支予算書の説明がなされた。 

 

4.その他 

松井支部長から、報告書に添付されている活動組織図（案）は次回の役員会で正式決定を行う

が、桑島活動推進委員長から家庭の事情で委員長辞任の申し出を受けたことから、後任の委員長

を江藤氏とする予定であるとの報告があった。 
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Ⅳ.質疑・応答 

（秋元幹事）：技術相談チームの昨年度の活動報告の中で、技術相談が１０件しかなかったとの

報告だった。これを更に広げていくにはこの活動を広く知ってもらう必要がある。

支部のホームページには技術相談チームのパンフレットが掲載されていないが、

そういった資料をホームページに載せるようにすれば、認知度を高める一助とな

るのではないか。 

（滝沢チームリーダー）：今後、ホームページの活用を考えていきたい。 

（内山会員）：企業支援チームと技術相談チームの区分けがよくわからない。技術相談チームは、

企業支援チームの一つという位置づけならば理解しやすいと思うが、これについ

て説明をお願いしたい。 

(松井支部長）：企業支援チームと技術相談チームは活動の動きが異なる。技術相談は千葉県

技術士会の時から継続しており、千葉市きぼーると東葛テクノプラザで実施して

いるが、何れも役所と連携した活動となっている。一方、企業支援チームは県内

の中小企業が抱える問題に対して技術士会側からアクションを起こしていく活

動であり、この二つをまとめるのは難しいと考えている。 

(内山会員）：報告書にその事がわかるような説明をいれてもらうとわかりやすい。 

もう一点は、昨年度会計報告の事務所賃借料の補足説明に契約更新料とあるが、

これは賃借料及び契約更新料と理解していいか。 

(山本会計）：現在の事務所は、マンションの一室を事務所として借りている。昨年度は予算

に消費税の増税分並びに契約更新料と保険料を含めていなかった為に予算をオ

ーバーした。 

(内山会員）：そういうことであれば、賃借料及び更新料と記載した方がわかりやすいと考え

る。  

(山本会計）：補足説明には、予算超過の理由を記載した。 

(小澤会員）：本年度予算は、40万円の繰越赤字となっているが、当初から赤字の予算を組む

のは如何なものかと考える。これについては本部の了解を得ているのか。この

ようなことが続くと本部から支部活動が規制されることが懸念される。この点

について説明をお願いする。 

(山本会計）：収入がないから、支部活動を縮小するというのは問題があると考えている。現

在、地域組織活動費として会費の５％が本部から支給されているが、かねてか

らこの割合を高める要望を出している。この増額実現を推進するためにもあえ

てこの予算を本部に提出した。 

(松井支部長）：支部活動を優先して、本部からの補助費をアップに繋げたいと考えている。 

(小澤会員）：支部長の方針であれば、異存ない。 

 

閉会宣言：保坂副支部長により閉会が宣言された。 

以上 

 

 

 

  

平成２８年７月１９日 

上記の通り議事録を作成した。     

 

書記 

仲野 武重 

今住 則之 

 

     

以上 


